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〔２〕研究指導スケジュールと研究指導概要

Ａ. 博士課程前期

(1) 論文審査手続き

[修士論文]

(提出資格)

博士課程前期に在学し，専攻で認められた者。

(提出期限) 

◌ୗ1月 旬とし，その年度ごとに定める。

(中間発表) 

月㸷

(提出書類) 

修士論文。その・の提出書類については専攻の定めによる。

(論文の審査) 

 �審査は指導教員を含む大学院担当教員が主査1名・副査2名以上で行 。

(最終試験) 

ἲ  �  �最終試験は，口頭試問の方 によって行 。そこでは，学位論文の内容に関する㉁・を行 とともに，関連する専攻

分野の知識についても試問する。また，結論・考察について論理的に説明する力・表現力についても評価する。必要

 �◌ేに応じて，筆答試問を せて行 ことができる。

(審査結果の判定) 

 � �学位論文の合否については，論文主査 よ副査による評価を踏まえ，専攻会議で審査する。その ，㝿 専門知識，論

ṇᐇ ᛮ理的 ド的な 考力， ☜な表現力を身につけているかなどを中心に，学位授与方針に基づく達成度を踏まえること

とする。専攻会議での審査を踏まえて，課程修了の可否を，研究科委員会で審議し決定する。

(2) 論文審査基準

[修士論文]

ཬ �修士論文の審査 最終試験の試問により，広い視野に立って 深⢭  �な学識を修め，専攻分野に ける研究能力又は㧗

ᴗ ��度の専門 を要する ➼に必要な 度の能力を しているかを審査する。㧗⫋
 � ◌ྛ

な ，修士論文は 研究科の学位論文審査基準（大学院要ぴ2 㡫
ཧ ᚑ以 ↷ ）に って審査される。㝆
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Ａ. 博士課程前期

(1) 論文審査手続き

[修士論文] 

(提出資格) 

博士課程前期に在学し，専攻で認められた者。

(提出期限) 

◌ୗ1月 旬とし，その年度ごとに定める。

(中間発表) 

月㸷

(提出書類) 

修士論文。その・の提出書類については専攻の定めによる。

(論文の審査) 

 �審査は指導教員を含む大学院担当教員が主査1名・副査2名以上で行 。

(最終試験) 

ἲ  �  �最終試験は，口頭試問の方 によって行 。そこでは，学位論文の内容に関する㉁・を行 とともに，関連する専攻

分野の知識についても試問する。また，結論・考察について論理的に説明する力・表現力についても評価する。必要

 �◌ేに応じて，筆答試問を せて行 ことができる。

(審査結果の判定) 

 � �学位論文の合否については，論文主査 よ副査による評価を踏まえ，専攻会議で審査する。その ，㝿 専門知識，論

ṇᐇ ᛮ理的 ド的な 考力， ☜な表現力を身につけているかなどを中心に，学位授与方針に基づく達成度を踏まえること

とする。専攻会議での審査を踏まえて，課程修了の可否を，研究科委員会で審議し決定する。

 (2) 論文審査基準

[修士論文] 

ཬ �修士論文の審査 最終試験の試問により，広い視野に立って 深⢭  �な学識を修め，専攻分野に ける研究能力又は㧗

ᴗ�度の専門 を要する ➼に⫋ 必要な 度の能力㧗 �を しているかを審査する。

 � ◌ྛ
な ，修士論文は 研究科の学位論文審査基準（大学院要ぴ28㡫

ཧ ᚑ以 ↷ ）に って審㝆 査される。
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㹀 ᚋ. 博士課程 期

(1) 論文審査手続き

[博士論文]

ண ഛ 論文㸺 㸼

(提出資格)

◌ྲཱྀᚋ博士課程 期に在学し，必要な研究指導を けた者。

(提出期限) 

月または 月。㸵 㸯

 �(提出書類

専攻の定めによる。

博士論文㸺 㸼

(提出資格) 

◌ྲཱྀ ண ഛᚋ博士課程 期に在学し，必要な研究指導を けた者。 論文審査に合格した者。

(提出期限) 

月または 月。㸯 㸴

(提出書類) 

◌ྛ
博士論文・論文概要書 部㸳 。その・の提出書類については専攻の定めによる。
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◌ཷ

䛡䜛䚹

◌� ḟᖺ⤊
㻠� 䡚㻣� � ◌� �༤ ኈෆᑓ ᑂ➹㈨・ 䠄ㄽ ᇳ ◌�ண ഛ ㄽ

�ᑂ ・ 䠅
䞉 � ጤ ဨᑂ ・ 䠄 �ண ഛ ᑂ ・ 䠅䛾 �ཬ ᑂタ ㈨・䜃⨨
䞉 �ᑓ 䛾 ◌� �Ꮫ ・ ・ と㔪 ◊ ✲ 䛾⛉ ◌� �Ꮫ ᑂ・ ‽ 䛻ㄽ ᇶ ↷ 䜙䛧䛶 �ᑂ㈨・ 䠄ண ഛ ᑂ

� 䠅䜢 䛔足 䚸ၥ Ⅼ➼㢟 䜢ᣦ ・ 䛩䜛䚹

䞉 �ᑓ ・ 䛻㆟ 䛶 � �ᑂ㈨・ 䛾⤖
࿌ሗ 䜢 䛖足 䚹

䞉ᣦ ・ 䜢㋃䜎䛘䚸・ と䛧䛶 � ဨᣦ ᑟ 䛜䚸䛂 ◌� �Ꮫ ・ ・ と㔪 ◌� �Ꮫ ᑂ・ ‽ 䛾ㄽ ᇶ 㐃㛵䛃
䛻 䛵䛝ᇶ ᣦ ᑟ◊ ✲ 䜢 䛖足 䚹

�㻝 ◌� ᴫཬᏛ ・ せ➼䜃 䛾ㄳ ㄽ⏦ ᥦ ฟ 䞉 ◌�༤ ᥦጤ ኈဨ ฟ◊ ✲ ・ 䜈 ㄽ⛉
ጤ ဨ◊ ✲ ・ 䛷⛉ 䛾 ◌� ◌ཷᏛ ・ ㄳ ㄽ⏦ ⌮ 䞉 � ጤ ဨᑂ ・ 䛾タ 䠄⨨ �・ 㻝

◌ྡ
䞉 �・ 㻠

◌ྡ
䠅

�㻞 � ጤ ဨᑂ ・ 䛻䜘䜛 �බ ᑂ㛤 䠄
◌ཱྀබ ヨ㛤 㢌

ၥ 䠅
䞉 ◌�༤ ኈ 䛾ㄽ �ᑂ

䞉
◌ཱྀ
㏙ヨ 㦂䛾ᐇ ・

◌ୖ グ䈜 䛿䠏� ◌�Ꮫ ・ ・ 䛾䜿䞊䝇䛷䛒䜚䚸≧・ 䛻䜘䜚 �ཬ
ෆ ᐜ ・ ➼䜃 䜢 �ኚ 䛩䜛

◌ྜ
ሙ 䛜䛒䜛䚹

㻞� 䡚㻟�

�༤ ኈ ᚋㄢ 䛻⛬ 䛚䛔䛶䛿䚸 ◌�༤ ᥦኈ ฟ 䛻ㄽ 䛒䛯䛳䛶Ꮫ ・ ㄅ䛺䛹䛻ᥖ ㍕䛥䜜䛯 ◌�Ꮫ 䜢辵 ㄽ 㻟 �௨ ◌ୖ⦅ 䛩䜛䛣と䚸䛖䛱㻝⦅ 䛿� ㄞ
ㄅ䛻ᥖ ㍕䛥䜜䛯䜒䛾䛷䛒䜛䛣と䛜 ♏㈨・ とᇶ 䛧䛶ㄢ䛥䜜䛶䛔䜛䚹 �༤ ኈ ๓ とㄢ⛬ ᵝ◌ྠ

䚸 � ဨᣦ ᑟ 䛻䜘䜛ಶ ◌ู ᣦ ᑟ 䛜 䜟足 䜜䜛䚹◌�

� 䛾
◌ྥ◌ື◊ ✲ 䜢 ሗ ಙᏛ ・ Ⓨ 䛾辵 ሙ 䛛䜙Ꮫ 䜃䚸◊ ✲ と⪅ 䛧䛶䛾 㦂䜢⤒ ✚䜐䛯䜑䚸 እᏛ Ꮫ ・ ◊ ✲・䜔 䜈䛾

ཧ ຍ 䛿 �๓ 䛻ᘬ 䛝 䛝⥆
ዡ ບ 䛥䜜䜛䚹
䛺䛚䚸௨ ◌ୗ 䛾 ◌� ᣦ ᑟ 䝇ㄽ 䜿䝆䝳䞊䝹䛿䚸Ꮫ 䛾⏕ ศᑓ ◊ ✲㛛 㔝䜔 䛾 � ἣ≧㐍 䛻䜘䛳䛶 䛺␗ 䜛䛯䜑ኚ ◌ື ⓗ䛷䛒䜛䚹 � ဨᣦ ᑟ 䛻䜘䜛

◌�༤ ᡂኈ స 䛻ㄽ 㛵䛩䜛ᣦ ᑟ 䛿 ・㝶 䜟足 䜜䚸 �ண ഛ ᑂ ・ 䛻䛚䛡䜛◊ ✲ィ 䛾⏬ ◌� �༤ ࿌ᢎ ᡂኈ ሗ ・ㄆ䜔 䜒ㄽ Ꮫ 䛤⏕ と䛻 䜟足 䜜
䜛䚹

ጤ ဨ◊ ✲ ・ 䛻⛉ 䛚䛡䜛 � � ࿌ሗᑂ 䚸⤖ Ꮫ

◌� ᑂ・ ・ ㆟
Ꮫ ・ 䠄

༤ ኈ 䠅◌� ・

䞉䛂 ◌� �Ꮫ ・ ・ と㔪 ◌� �Ꮫ ᑂ・ ‽ 䛾ㄽ ᇶ 㐃㛵䛃䛻 䛵䛝ᇶ �ᑂ 䜢 䛳足 䛯䛣と䛾☜ㄆ䚸

Ꮫ ・ 䠄
༤ ኈ 䠅◌� ・ 䛾Ỵ ᐃ 䚹
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(論文の審査) 

博士論文の審査のため，研究科委員会は審査委員会を⤌ ⧊ する。

 � � ᴗ ௵審査委員会は，当ヱ研究科の教員の から学位論文に関連のある授 科┠を担 する教員3 名以上を審査委員に㑅

出する。

(最終試験) 

ἲ  �  �最終試験は，口頭試問の方 によって行 。そこでは，学位論文の内容に関する㉁・を行 とともに，関連する専攻

分野の知識についても試問する。また，結論・考察について論理的に説明する力・表現力についても評価する。必要

 �◌ేに応じて，筆答試問を せて行 ことができる。

(審査結果の判定) 

 � �学位論文の合否については，論文主査 よ副査による評価を踏まえ，専攻会議で審査する。その ，㝿 専門知識，論

ṇᐇ ᛮ理的 ド的な 考力， ☜な表現力を身につけているかなどを中心に，学位授与方針に基づく達成度を踏まえること

とする。専攻会議での審査を踏まえて，課程修了の可否を，研究科委員会で審議し決定する。

 (2) 論文審査基準

[博士論文] 

ཬ �博士論文の審査 最終試験の試問により，専攻分野について，研究者として ⮬ ◌ື立して研究ά を行い，又はその・

の 度に㧗 ᴗ ◌ົ ᚑ専門的な に ・するに必要な㧗
ཬ �度の研究能力 その基♏となる ㇏ �かな学識を しているかを審査する。

 � ◌ྛ
な ，博士論文は 研究科の学位論文審査基準（大学院要ぴ28㡫

ཧ ᚑ以 ↷ ）に って審㝆 査される。

－4－
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〔２〕研究指導スケジュールと研究指導概要

Ａ. 博士課程前期

(1) 論文審査手続き

[修士論文]

(提出資格)

博士課程前期に在学し，専攻で認められた者。

(提出期限) 

◌ୗ1月 旬とし，その年度ごとに定める。

(中間発表) 

◌ୗ 9月 旬または10月上旬。

(提出書類) 

修士論文3部。

(論文の審査) 

 �審査は指導教員を含む大学院担当教員が主査1名・副査2名以上で行 。

主査・副査は2月頃に決定する。

(最終試験) 

ἲ  �  �ཬ �最終試験は，学位論文の内容 これに関連ある専攻分野の科┠について，試問の方 によって行 。な ，試問に

 �  �  �◌ేついては口頭による。た し，筆答試問を せて行 ことができる。また、これらの試問に いて、論文の内容を的

ᵓఏ☜に えるための 成力・表現力についても評価する。

(審査結果の判定) 

 �  �ᢏ� �論文の合否 よ評価は研究科委員会の審議を経て決定する。決定にあたっては、専門知識と 能、判断力、 よ

研究能力を中心として、学位授与方針に基づく達成度を踏まえる。

ḟ ᴫෆᖺ ᐜ ᣦ ᑟ◊ ✲ せ

ᖺ䠍 ・

�㻠 䜺䜲䝎䞁䝇䜈䛾
ཧ ຍ 䞉Ꮫ ・ 䠄 ኈಟ 䞉

༤ ኈ 䠅 ◌� ➹䛻ㄽ ᇳ 䛴䛔䛶䛾ᣦ ᑟ 䜢
◌ྵ

䜐䜺䜲䝎䞁䝇䛾ᐇ ・

・㝶 䚸 � ဨᣦ ᑟ 䛻ᑐ 䛧䛶◊ ✲䛾 � ἣ≧㐍 䜢

࿌ሗ 䛧䚸 ᣦ ᑟ◊ ✲ 䜢
◌ཷ

䛡䜛䚹
䞉䠐� � ဨ௨ ᣦ ᑟ㝆 䛻䜘䜛 ◌�ኈಟ ➹䛻ㄽ ᇳ

◌ྥ
䛡䛶䛾ᣦ ᑟ 䜢 䛖足 䚹

�䠒 䡚 ◊ ✲䝔䞊䝬䞉ෆ ᐜ 䛾☜ とㄆ Ỵ ᐃ 䞉䠎ᖺ 䛜⏕ 䛖足 ◌�ኈಟ ୰ Ⓨ ・㛫 㻔韭ㄽ 㻥� � � 䠍䠌� �◌ึ 㻕䛻
ཧ ຍ 䛥䛫䚸 ◌� స◊ ✲䜔ㄽ

� ἲᡂ 䜢ᣦ ᑟ 䛩䜛䚹
䞉Ꮫ ・ 䜈䛾

ཧ ຍ 䜢ዡ ບ

ᖺ䠎 ・

�㻠 䜺䜲䝎䞁䝇䜈䛾
ཧ ຍ 䞉Ꮫ ・ 䠄 ኈಟ 䞉

༤ ኈ 䠅 ◌� ➹䛻ㄽ ᇳ 䛴䛔䛶䛾ᣦ ᑟ 䜢
◌ྵ

䜐䜺䜲䝎䞁䝇䛾ᐇ ・
䞉 � ဨᣦ ᑟ 䛻䜘䜛 ◌� ➹䛚䜘ㄽ ᇳ ◌� ᥦ ฟ䜃 䛻ㄽ 䛴䛔䛶䛾ᣦ ᑟ 䜢 䛖足 䚹

㻥� � �

㻝㻜� �◌ึ
◌�ኈಟ ୰ Ⓨ ・㛫 䛷韭ㄽ

࿌ሗ 䞉୰ Ⓨ ・㛫 䛷韭 �༤ ኈ ๓ㄢ 䞉⛬ �ᚋ 䛾 ဨᏛ・ ・㝔 䛾⏕ ๓ 䛷Ⓨ 䛧韭 䚸ⱥ ◌� ��Ꮫ ᑓ

ဨ ဨ・ 䛛䜙䛾ᣦ ᑟ 䜢
◌ཷ

䛡䜛䚹
䞉 �ᑓ 䛾 � ဨ ဨ௵ᑓ ・ 䛜ฟ ᖍ 䛩䜛䚹
䞉 �ᑓ 䛾 ◌� �Ꮫ ・ ・ と㔪 ◊ ✲ 䛾⛉ ◌� �Ꮫ ᑂ・ ‽ 䛻ㄽ ᇶ ↷ 䜙䛧䚸 ෆ ᐜⓎ 䛻韭 䛴䛔䛶ၥ
Ⅼ➼㢟 䜢

ཬᣦ ᣦ ᑟ・ 䜃 䛩䜛䚹
䞉ᣦ ・ 䛥䜜䛯ၥ Ⅼ➼㢟 䜢䜅䜎䛘䛶䚸・ と䛧䛶 � ဨᣦ ᑟ 䛜 ᣦ ᑟ◊ ✲ 䜢 䛖足 䚹ᣦ ᑟ 䛿䛂Ꮫ

◌� �・ ・ と㔪 ◌� �Ꮫ ᑂ・ ‽ 䛾ㄽ ᇶ 㐃㛵䛃䛻 䛵䛝ᇶ ᐇ ・ 䛩䜛䚹

�㻝㻜  ��㻝㻞 ୰ Ⓨ ・㛫 䛷韭 ᣦ ・ 䛥䜜䛯ၥ Ⅼ➼㢟 䜢㋃䜎䛘
䛶䚸◊ ✲䜢̔̀ ・ 䛥䛫䜛䚹

䞉୰ Ⓨ ・㛫 䛷韭 ᣦ ・ 䛥䜜䛯ၥ Ⅼ➼㢟 䜢㋃䜎䛘䛯 ᣦ ᑟ◊ ✲

㻌㻝� � 㻞� ◌� �ኈ ጤ ဨಟ ᑂ ・ 䛾ㄽ タ ⨨ 䞉 �・ 㻝
◌ྡ

䚸 �・ 㻞
◌ྡ

䛾Ỵ ᐃ

◌�ኈಟ 䛾ㄽ ◌� ᥦ ฟ 䚸⤊
◌ཱྀ ၥヨ㢌

䠄 �༤ ኈ ධ Ꮫᚋ ヨㄢ 㦂䠅⛬
䞉 ◌� �ኈಟ ᑂ 䛾ㄽ ᐇ ・
䞉◌� ヨ 㦂䠄⤊

◌ཱྀ
㏙ヨ 㦂䠅䛾ᐇ ・

䠄 �༤ ኈ ධ Ꮫᚋㄢ 䚸⛬ ⪅ Ꮫ㐍 䛾⪅ Ỵ ᐃ 䠅
䞉 ◌� ◌ྜ◌ྰኈಟ 䛾ㄽ Ỵ ᐃ

�㻟 ጤ ဨ◊ ✲ ・ 䛻⛉ 䛚䛡䜛ಟ ᐃ・ ㄆ

◌� ◌༷
㏉ ・ 䛾ㄽ ᐇ ・

Ꮫ ・ 䠄 ኈಟ 䠅◌� ・

䞉䛂 ◌� �Ꮫ ・ ・ と㔪 ◌� �Ꮫ ᑂ・ ‽ 䛾ㄽ ᇶ 㐃㛵䛃䛻 䛵䛝ᇶ �ᑂ 䜢 䛳足 䛯䛣と䛾☜ㄆ䚸ಟ
Ỵ ᐃ・ 䚹

䞉 ◌� ◌༷
㏉ ・ 䛻ㄽ 䛶 ◌�ᥦ ฟ 䛻ㄽ 㛵䛩䜛・ ┬・ 䛾ᐇ ・

◌ୖ グ䈜 䛿䠏� ◌�Ꮫ ・ ・ 䛾䜿䞊䝇䛷䛒䜚䚸≧・ 䛻䜘䜚 �ཬ
ෆ ᐜ ・ ➼䜃 䜢 �ኚ 䛩䜛

◌ྜ
ሙ 䛜䛒䜛䚹

�༤ ኈ ๓ㄢ 䛻⛬ 䛚䛔䛶䛿䚸 � ဨᣦ ᑟ 䛜 ◌�ኈಟ 䛾ㄽ ᡂ・ 䜎䛷ᣦ ᑟ 䜢 䛖足 䚹 ◌�ኈಟ ➹䛾ㄽ ᇳ ຊ 䜢⬟ ᚓ⋓ 䛩䜛とと䜒䛻䚸 ሗ ಙᏛ ・ Ⓨ 䛾辵 ᐇ 㝿䜢 㦂䛩⤒
䜛䛯䜑䚸Ꮫ ・ 䜈䛾

ཧ ຍ 䛜ዡ ບ 䛥䜜䜛䚹
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 (2) 論文審査基準

[修士論文] 

ཬ �修士論文の審査 最終試験の試問により，広い視野に立って 深⢭  �な学識を修め，専攻分野に ける研究能力又は㧗

ᴗ�度の専門 を要する ➼に⫋ 必要な 度の能力㧗 �を しているかを審査する。

 � ◌ྛ
な ，修士論文は 研究科の学位論文審査基準（大学院要ぴ28㡫

ཧ ᚑ以 ↷ ）に って審㝆 査される。

－－
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㹀 ᚋ. 博士課程 期

(1) 論文審査手続き

[博士論文]

ー・・・ࢨ ル㸺 㸼

(提出資格)

◌ྲཱྀᚋ博士課程 期に在学し，必要な研究指導を けた者。

(提出期限) 

� �1月 日または9月 日。

(提出書類) 

Ṕ ᴗᒚ 書・研究 ⦼ ࢨ ᴗ◌୍ ぴ・・・・ー ル・主な論文/研究 ⦼  �（た し，・フ・ー・きの論文 1 Ⅼ以上を含む）・主な論

ᴗ ◌ྛ
文/研究 の要旨⦼ 5部。

ண ഛ 論文㸺 㸼

(提出資格) 

ᚋ博士課程ཱྀྲ◌ࢨ 期に在学し，必要な研究指導を けた者。・・・ー ル審査に合格した者。

ḟ ᴫෆᖺ ᐜ ᣦ ᑟ◊ ✲ せ

ᖺ䠍 ・

�㻠 䜺䜲䝎䞁䝇䜈䛾
ཧ ຍ 䞉Ꮫ ・ 䠄 ኈಟ 䞉

༤ ኈ 䠅 ◌� ➹䛻ㄽ ᇳ 䛴䛔䛶䛾ᣦ ᑟ 䜢
◌ྵ

䜐䜺䜲䝎䞁䝇䛾ᐇ ・

య ไᣦ ᑟ◊ ✲ 䞉ᣦ ᑟ ィ 䛾⏬ ᐃ☜ 䞉䠐� � ဨ௨ ᣦ ᑟ㝆 䛻䜘䜛 ◌�༤ ཬኈ ᣦ ᑟ ᣦ ᑟ➹ ◊ ✲䜃 䜢ㄽ ᇳ 䛖足 䚹
䞉 ಟᒚ 䠄 ◌�༤ ኈ ➹䠅ㄽ ᇳ ᣦ ᑟ ィ 䛾⏬ ᐃ⟇

� ဨᣦ ᑟ 䛻ᑐ 䛧䛶䚸◊ ✲䛾 � ἣ≧ ➼㐍
䜢

࿌ሗ・㝶 䛧ᣦ ᑟ 䜢
◌ཷ

䛡䜛䚹
䞉◊ ✲䛾 � ἣ≧ ➼㐍 䛾

࿌ሗ 䜢
◌ཷ

・㝶 䛡 ᣦ ᑟ◊ ✲ 䜢 䛖足 䚹

㻥� � �

㻝㻜� �◌ึ
ཧ୰ ຍⓎ ・㛫 韭 䞉୰ Ⓨ ・㛫 䛷韭 ၥ Ⅼ➼㢟 䜢ᣦ ・ 䛩䜛䚹

ᖺ䠎 ・

�㻠 䜺䜲䝎䞁䝇䜈䛾
ཧ ຍ 䞉Ꮫ ・ 䠄 ኈಟ 䞉

༤ ኈ 䠅 ◌� ➹䛻ㄽ ᇳ 䛴䛔䛶䛾ᣦ ᑟ 䜢
◌ྵ

䜐䜺䜲䝎䞁䝇䛾ᐇ ・

�䠐 䡚 �䠎 ◊ ✲䝔䞊䝬䞉ෆ ᐜ 䛾☜ とㄆ Ỵ ᐃ 䞉ᘬ 䛝 䛝⥆ � ဨᣦ ᑟ 䛻䜘䜛 ◌� ཬᣦ ᑟ ᣦ ᑟ➹ ◊ ✲䜃 䜢ㄽ ᇳ 䛖足 䚹

㻥� � �

㻝㻜� �◌ึ
ཧ୰ ຍⓎ ・㛫 韭 䞉୰ Ⓨ ・㛫 䛷韭 ၥ Ⅼ➼㢟 䜢ᣦ ・ 䛩䜛䚹

ᖺ䠏 ・

�㻠 䞉Ꮫ ・ 䠄 ኈಟ 䞉
༤ ኈ 䠅 ◌� ➹䛻ㄽ ᇳ 䛴䛔䛶䛾ᣦ ᑟ 䜢

◌ྵ
䜐䜺䜲䝎䞁䝇䛾ᐇ ・

䞉◊ ✲䛾 � ἣ≧ ➼㐍 䛾
࿌ሗ 䜢

◌ཷ
・㝶 䛡 ᣦ ᑟ◊ ✲ 䜢 䛖足 䚹

�㻣 䞉 �ண ഛ ᑂ ・ 䜢タ 䠄⨨ �・ 㻌㻝㻌
◌ྡ

䚸 �・ 㻌㻞㻌
◌ྡ

䠅䛩䜛䚹
䞉 �ᑓ 䛾 ◌� �Ꮫ ・ ・ と㔪 ◊ ✲ 䛾⛉ ◌� �Ꮫ ᑂ・ ‽ 䛻ㄽ ᇶ ↷ 䜙䛧 �ண ഛ ᑂ 䜢 䛔足 䚸ၥ 㢟
Ⅼ➼䜢

ཬᣦ ᣦ ᑟ・ 䜃 䛩䜛䚹
䞉 �ᑓ ・ 䛻㆟ 䛶 � �ண ഛ ᑂ 䛾⤖

࿌ሗ 䜢 䛖足 䚹
䞉ᣦ ・ 䛥䜜䛯ၥ Ⅼ➼㢟 䜢䜅䜎䛘䛶䚸・ と䛧䛶 � ဨᣦ ᑟ 䛜 ᣦ ᑟ◊ ✲ 䜢 䛖足 䚹ᣦ ᑟ 䛿䛂Ꮫ

◌� �・ ・ と㔪 ◌� �Ꮫ ᑂ・ ‽ 䛾ㄽ ᇶ 㐃㛵䛃䛻 䛵䛝ᇶ ᐇ ・ 䛩䜛䚹

㻥� � �

㻝㻜� �◌ึ

䞉୰ Ⓨ ・㛫 䛷韭 ၥ Ⅼ➼㢟 䜢ᣦ ・ 䛩䜛䚹

�䠍

ᥦ ฟ 䜘䜚
㻝 ௨ ෆᖺ

䞉 ◌�༤ ኈ 䛾ㄽ �ᑂ

䞉◌� ◌ཱྀ
㏙ヨ 㦂䛾⤊ ᐇ ・

䞉䛂 ◌� �Ꮫ ・ ・ と㔪 ◌� �Ꮫ ᑂ・ ‽ 䛾ㄽ ᇶ 㐃㛵䛃䛻 䛵䛝ᇶ �ᑂ 䜢 䛳足 䛯䛣と䛾☜ㄆ䚸
༤

◌�ኈ Ꮫ ・ ・ 䛾Ỵ ᐃ 䚹

䜺䜲䝎䞁䝇䜈䛾
ཧ ຍ

� ဨᣦ ᑟ 䛻ᑐ 䛧䛶䚸◊ ✲䛾 � ἣ≧ ➼㐍
䜢

࿌ሗ・㝶 䛧ᣦ ᑟ 䜢
◌ཷ

䛡䜛䚹

◌� �༤ ኈ ண ഛ ᑂ ・ㄽ

ཧ୰ ຍⓎ ・㛫 韭

◌�༤ ኈ 䛾ㄽ ᥦ ฟ

� �ጤ ဨ බᑂ ᑂ・ 䛻䜘䜛 㛤

� � ࿌ጤ ሗဨ ᑂ Ꮫ◊ ✲ ・ 䛻䛚䛡䜛 䚸⛉ ⤖
◌� ᑂ・ ・ ㆟

Ꮫ ・ 䠄
༤ ኈ 䠅◌� ・

◌ୖ グ䈜 䛿䠏� ◌�Ꮫ ・ ・ 䛾䜿䞊䝇䛷䛒䜚䚸≧・ 䛻䜘䜚 �ཬ
ෆ ᐜ ・ ➼䜃 䜢 �ኚ 䛩䜛

◌ྜ
ሙ 䛜䛒䜛䚹

�㻟

�༤ ኈ ᚋㄢ 䛻⛬ 䛚䛔䛶䛿䚸 �༤ ኈ ๓ とㄢ⛬ ᵝ◌ྠ
䚸 ◌�༤ ᡂኈ ・ 䛻ㄽ

◌ྥ
䛡䛶 � ဨᣦ ᑟ 䛻䜘䜛ᣦ ᑟ 䛜䛺䛥䜜䜛䚹 ሗ ಙ◊ ✲・ Ⓨ 䛾 と㦂⤒ ▱ 䜢㆑ ✚䜐䛯

䜑䛻Ꮫ ・ 䜈䛾
ཧ ຍ 䛿䚸 �๓ 䛻ᘬ 䛝 䛝⥆ ዡ ບ 䛥䜜䜛䚹

䚷䛺䛚䚸௨ ◌ୗ 䛾 ◌� ᣦ ᑟ 䝇ㄽ 䜿䝆䝳䞊䝹䛿䚸Ꮫ 䛾⏕ ศᑓ ◊ ✲㛛 㔝䜔 䛾 � ἣ≧㐍 䛻䜘䛳䛶 䛺␗ 䜛䛯䜑ኚ ◌ື ⓗ䛷䛒䜛䚹
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(提出期限) 

博士論文提出の㐜
◌༙

くとも 年前まで。

(提出書類) 

Ṕ ᴗᒚ 書・研究 ⦼
◌ྛ 3◌୍ ண ഛぴ・博士論文概要書・ 論文 部。  

博士論文㸺 㸼

(提出資格) 

◌ྲཱྀ ண ഛᚋ博士課程 期に在学し，必要な研究指導を けた者。 論文審査に合格した者。

(提出期限) 

ձ 在学⏕ ( 年者，␃ ⏝ධ ◌๎大学院・ 学つ ➨7・(2)(3) 者含㐺 む)㸸  � �1月 よ6 月。

⏝ղ ධ ◌๎大学院・ 学つ ➨7・(1) 者㐺 㸸  � ణ ධ�12月 よ5 月( し・ 学出 前㢪 ) 

(提出書類) 

Ṕ ᴗ ◌୍ᒚ 書・研究 ぴ⦼ ࢱ ྛ◌ࢺ බ බ・博士論文概要書 5部，博士論文6部，博士論文イ・ ー・・ 開 ・文 表☜認・チ 書ㅙ

1部。

(論文の審査) 

博士論文の審査のため，研究科委員会は審査委員会を⤌ ⧊ する。

 � � ᴗ ௵審査委員会は，当ヱ研究科の教員の から学位論文に関連のある授 科┠を担 する教員3 名以上を審査委員に㑅

出する。

(最終試験) 

ἲ  �ཬ �最終試験は，学位論文の内容 これに関連ある専攻分野の科┠について，試問の方 によって行 。試問について

 �  �  �◌ేは，口頭による。た し，筆答試問を せて行 ことができる。また、これらの試問に いて、論文の内容を的☜に

ᵓఏ えるための 成力・表現力についても評価する。

(審査結果の判定) 

 �  �ᢏ� �論文の合否 よ評価は研究科委員会の審議を経て決定する。決定にあたっては、専門知識と 能、判断力、 よ

研究能力を中心として、学位授与方針に基づく達成度を踏まえる。

 (2) 論文審査基準

[博士論文] 

ཬ �博士論文の審査 最終試験の試問により，専攻分野について，研究者として ⮬ ◌ື立して研究ά を行い，又はその・

の 度に㧗 ᴗ ◌ົ ᚑ専門的な に ・するに必要な㧗
ཬ �度の研究能力 その基♏となる ㇏ �かな学識を しているかを審査する。

 � ◌ྛ
な ，博士論文は 研究科の学位論文審査基準（大学院要ぴ28㡫

ཧ ᚑ以 ↷ ）に って審㝆 査される。

－1－
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〔２〕研究指導スケジュールと研究指導概要

Ａ. 博士課程前期

(1) 論文審査手続き

[修士論文]

(提出資格)

博士課程前期に在学し，専攻で認められた者。

(提出期限) 

�ཎ ◌๎ として1月 日

(中間発表) 

6㹼7月

(提出書類) 

◌ྛ
修士論文・論文概要書 部㸱 。

(論文の審査) 

 �審査は指導教員を含む大学院担当教員が主査1名・副査2名以上で行 。

主査・副査は1月頃に決定する。

(最終試験) 

ἲ  �ཬ ཎ ◌๎�最終試験は，学位論文の内容 これに関連ある専攻分野の知識について，試問の方 によって行 。試問は 口

 �◌ే頭によるが，筆頭試問を せて行 ことができる。口頭試問では，学位論文の内容について論理的に説明する表現力，

ࢥ ࢽ  
ࣥ
ࢩࣙ Ṕ ᵝ ◌�◌ྐ ◌ྐከ ሗ・・な ・ュ ケー 能力があるか，また に関わる な について，・ ・ 能力㞟 �，読解力，分 力が

༑ ௦ ୡ分身に・けられているか，さらに現 の⏺ Ṕ・ を㇟ㅖ
◌ྐ ഛ的に理解する力が わっているかについても評価する。

(審査結果の判定) 

 � �学位論文の合否は，論文主査 よ副査による評価を踏まえ，専攻会議で審議して決定する。合否の判定に 㝿して，

◌�◌ྐ
専門知識， 査能ㄪ

ཬ యᐈ�力 読解能力， ほ的・論理的・ 的な⣔ ᵓ ཬᙧᛮ �考力，さらにそれらを にする ・力 表現

◌ྲཱྀ
力を身につけているかを中心に，学位授与方針に基づく達成度を踏まえて評価する。専攻会議での決定と評価を け

て，課程修了の可否を，研究科委員会で審議し最終決定する。

ḟ ᴫෆᖺ ᐜ ᣦ ᑟ◊ ✲ せ

ᖺ䠍 ・

�㻠 ◌�Ꮫ ・ ➹䜺ㄽ ᇳ 䜲䝎䞁䝇䜈䛾
ཧ ຍ 䚹 䞉Ꮫ ・ 䠄 ኈಟ 䞉

༤ ኈ 䠅 ◌� ➹䜺ㄽ ᇳ 䜲䝎䞁䝇䛾ᐇ ・ 䚹
䞉 � ဨᣦ ᑟ 㻝

◌ྡ
䠈 � ဨᣦ ᑟ・ 㻞

◌ྡ
䛾Ỵ ᐃ 䚹

䞉㻠� � ဨ௨ ᣦ ᑟ㝆 䠈 � ဨᣦ ᑟ・ 䛻䜘䜛 ◌�ኈಟ ᣦ ᑟ➹ 䛚䜘ㄽ ᇳ ᣦ ᑟ◊ ✲䜃 䚹

・㝶 䠈 � ဨᣦ ᑟ 䛻ᑐ 䛧䛶◊ ✲䛾 � ἣ≧㐍 䜢

࿌ሗ 䛧䠈 ᣦ ᑟ◊ ✲ 䜢
◌ཷ

䛡䜛䚹

�㻢 ◊ ✲䝔䞊䝬䞉ෆ ᐜ 䛾☜ とㄆ Ỵ ᐃ 䚹 䞉㻞ᖺ 䛜⏕ 䛖足 ◌�ኈಟ ୰ Ⓨ ・㛫 䠈韭ㄽ ◌� ࿌ሗ ・ 䛻⤊
ཧ ຍ 䛧䠈 � ἲ ◌� �ᡂస◊ ✲ 䜔ㄽ

・ 䠈 � ἲⓎ ➼䜢韭 ᚓ 䛥⩦ 䛫䜛䚹
䞉Ꮫ ・ 䞉◊ ✲・ 䜈䛾

ཧ ຍ 䜢ዡ ບ 䛩䜛䚹

ᖺ䠎 ・

�㻢 ◌�ኈಟ Ⓨ ・ 䛻韭ㄽ
◌ྥ

䛡䠈 ෆ ᐜⓎ 䠈韭 Ⓨ韭
� ἲ ➼䛻䛴䛔䛶ᣦ ᑟ 䜢

◌ཷ
䛡䜛䚹

䞉 ◌�ኈಟ ୰ Ⓨ ・㛫 䛷韭ㄽ ၥ Ⅼ➼㢟 䜢ᣦ ・ 䛧䠈ᣦ ᑟ 䛩䜛䚹

�㻣 ◌�ኈಟ ୰ Ⓨ ・㛫 䛷韭ㄽ
࿌ሗ 䚹 䞉 �ᑓ 䛾 � ဨ ဨ௵ᑓ ・ 䛜ฟ ᖍ 䛩䜛䚹

䞉 �ᑓ 䛾 ◌� �Ꮫ ・ ・ と㔪 ◊ ✲ 䛾⛉ ◌� �Ꮫ ᑂ・ ‽ 䛻ㄽ ᇶ ↷ 䜙䛧䠈 ෆ ᐜⓎ 䛻韭 䛴䛔䛶ၥ
Ⅼ➼㢟 䜢

ཬᣦ ᣦ ᑟ・ 䜃 䛩䜛䚹

�㻥 䡚 �㻝㻜 ◌�ኈಟ ୰ Ⓨ ・㛫 䛷韭ㄽ ᣦ ・ 䛥䜜䛯ၥ Ⅼ㢟
➼䜢㋃䜎䛘䛶◊ ✲䜢̔̀ ・ 䞉 ᒎⓎ 䛥䛫䜛䚹

䞉 ◌�ኈಟ ୰ Ⓨ ・㛫 䛷韭ㄽ ᣦ ・ 䛥䜜䛯ၥ Ⅼ➼㢟 䜢䜅䜎䛘䛯 ᣦ ᑟ◊ ✲ 䜢 䛖足 䚹
䞉ᣦ ・ 䛥䜜䛯ၥ Ⅼ㢟 䜢䜅䜎䛘䛶䠈・ と䛧䛶 � ဨᣦ ᑟ 䛜 ᣦ ᑟ◊ ✲ 䜢 䛖足 䚹ᣦ ᑟ 䛿䛂 ◌�Ꮫ ・

�・ と㔪 ◌� �Ꮫ ᑂ・ ‽ 䛾ㄽ ᇶ 㐃㛵䛃䛻 䛵䛝ᇶ ᐇ ・ 䛩䜛䚹

�䠍 䡚 �䠎

�䠎

◌�ኈಟ 䛾ㄽ ◌� ᥦ ฟ 䚹⤊
◌ཱྀ ၥヨ㢌 䛚䜘 ◌�ኈಟ䜃 䛾ㄽ Ⓨ ・ 䚹韭

ጤ ဨ◊ ✲ ・ 䛻⛉ 䛚䛡䜛ಟ ᐃ・ ㄆ 䚹

䞉 ◌� �ኈ ጤ ဨಟ ᑂ ・ 䛾ㄽ タ 䚹⨨
䞉 ◌� �ኈಟ ᑂ 䛾ㄽ ᐇ ・ 䚹
䞉◌� ヨ 㦂䠄⤊

◌ཱྀ
㏙ヨ 㦂䠅䛾ᐇ ・ 䚹

䞉䛂 ◌� �Ꮫ ・ ・ と㔪 ◌� �Ꮫ ᑂ・ ‽ 䛾ㄽ ᇶ 㐃㛵䛃䛻 䛵䛝ᇶ �ᑂ 䜢 䛳足 䛯䛣と䛾☜ㄆ䠈ಟ
Ỵ ᐃ・ 䚹

�༤ ኈ ๓ㄢ 䛻⛬ 䛚䛔䛶䛿䠈 �・ 䜢୰ ᚰ 䛻 ෆᏛ 䛾 � ဨᣦ ᑟ 䛜 ◌�ኈಟ 䛾ㄽ ᡂ・ 䜎䛷ᣦ ᑟ 䜢 䛖足 䚹 ◌�ኈಟ ➹䛾ㄽ ᇳ ຊ 䜢⬟ ᚓ⋓ 䛩
䜛とと䜒䛻 ሗᏛ ・ 䛾辵 ಙⓎ 䛾ᐇ 㝿䜢 㦂䛩䜛⤒ 䛯䜑䛻䠈Ꮫ ・ 䞉◊ ✲・ ➼䜈䛾 ᴟ✚ ⓗ䛺

ཧ ຍ 䛜 ዡ・ 䛥䜜䜛䚹䜎䛯䠈䛭䛾ᐇ ㊶と䛧䛶䠈

� ◌ྛෆᑓ Ⓨ ・ 䛷韭 䛾
࿌ሗ 䜢 ◌ົ 䛵䛡⩏ 䜛䚹

◌ୖ グ䈜 䛿䠏� ◌�Ꮫ ・ ・ 䛾䜿䞊䝇䛷䛒䜚䠈≧・ 䛻䜘䜚 �ཬ
ෆ ᐜ ・ ➼䜃 䜢 �ኚ 䛩䜛

◌ྜ
ሙ 䛜䛒䜛䚹
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 (2) 論文審査基準

[修士論文] 

ཬ �修士論文の審査 最終試験の試問により，広い視野に立って 深⢭  �な学識を修め，専攻分野に ける研究能力又は㧗

ᴗ�度の専門 を要する ➼に⫋ 必要な 度の能力㧗 �を しているかを審査する。

 � ◌ྛ
な ，修士論文は 研究科の学位論文審査基準（大学院要ぴ28㡫

ཧ ᚑ以 ↷ ）に って審㝆 査される。
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㹀 ᚋ. 博士課程 期

(1) 論文審査手続き

[博士論文]

ண ഛ 論文㸺 㸼

(提出資格)

◌ྲཱྀᚋ博士課程 期に在学し，必要な研究指導を けた者。

(提出期限) 

博士論文提出の1年前

(提出書類) 

Ṕ ᴗண ഛ ◌୍ බ หᒚ論文， 書，研究 ぴ， した⦼ 学 論文。辵 その・，専攻で必要と認めた書類。

博士論文㸺 㸼

(提出資格) 

◌ྲཱྀ ண ഛᚋ博士課程 期に在学し，必要な研究指導を けた者。 論文審査に合格した者。

(提出期限) 

� �  � � ධᚋ1月 日または6月 日。(た し，2010年度以前に 大学院の博士課程 期に 学した者は

� �3月 日または9月 日。) 

(提出書類) 

◌ྛ 5
博士論文・論文概要書 部。その・の提出書類については専攻の定めによる。

(論文の審査) 

博士論文の審査のため，研究科委員会は審査委員会を⤌ ⧊ する。

 � � ᴗ ௵審査委員会は，当ヱ研究科の教員の から学位論文に関連のある授 科┠を担 する教員3名以上を含む5名を審

査委員に 出する㑅 。

ḟ ᴫෆᖺ ᐜ ᣦ ᑟ◊ ✲ せ

ᖺ䠍 ・

�㻠 ◌�༤ ኈ Ꮫ ・ ➹䜺ㄽ ᇳ 䜲䝎䞁䝇䚹 ◌�༤ ኈ ➹䜺ㄽ ᇳ 䜲䝎䞁䝇䛾ᐇ ・ 䚹

య ไᣦ ᑟ◊ ✲ 䞉◊ ✲ィ 䛾⏬ ᐃ☜ 䚹 䞉 � ဨᣦ ᑟ 㻝
◌ྡ

䠈 � ဨᣦ ᑟ・ 㻞
◌ྡ

䛾Ỵ ᐃ 䚹
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(最終試験) 

 �  �  �ሙබ最終試験として，博士論文審査委員会は， 開の に ける口頭試問を行 こととする。な 必要に応じて，最終試

 �  �  �ඛ験に 立 ，審査委員の・による口頭試問を行 ことができる。口頭試問に いては，学位論文の内容について論理

ࢥ ࢽ  
ࣥ
ࢩࣙ ༑

的に説明する表現力， ・ュ ケー 能力が 分に発・できるか，専門 㡿ᇦ �ᖜに限定されない 広い視野と ㌾な

ᵝ ◌�◌ྐከ ሗᣢᛮ 考力を っているか，また な についての・ ・ 能力・㞟 �読解力・分 力に㛗けているか，⊂・的で 立し⮬
◌ື ᒎ ᣢた研究ά を 開できる能力を っているか， じ⥲  �ᒎ ᐤて学問の発 に 与することができるかについても評価を行 こ

ととする。

(審査結果の判定) 

 � �論文の合否は，主査 よ副査による評価を踏まえ，博士論文審査委員会で決定する。合否の判定に して㝿 ，論文が，

ษᖜ深く 広い学識に・・けられ， で㐺 かな㇏ ᣐ ᒎ �表現力に る説得的なものであるか，⊂・的で発 可能 のある研究と

 � ཬ �認められるかなどを中心に，学位授与方針に基づく達成度に↷ らして評価を行 。博士論文審査委員会の決定 評

◌ྲཱྀ
価を けて，学位授与の可否について研究科委員会の審議を経て最終決定する。

 (2) 論文審査基準

[博士論文] 

ཬ �博士論文の審査 最終試験の試問により，専攻分野について，研究者として ⮬ ◌ື立して研究ά を行い，又はその・

の 度に㧗 ᴗ ◌ົ ᚑ専門的な に ・するに必要な㧗
ཬ �度の研究能力 その基♏となる ㇏ �かな学識を しているかを審査する。

 � ◌ྛ
な ，博士論文は 研究科の学位論文審査基準（大学院要ぴ28㡫

ཧ ᚑ以 ↷ ）に って審㝆 査される。

－－


